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研 究 内 容：食道癌術後に気管・気管支内腔に多発性
ポリープ状隆起病変を呈した小細胞癌の
１例
受賞にあたり：
この度は徳島医学会第１９回若手奨励賞に選考いただき，
誠にありがとうございます。選考してくださいました先
生方，ならびに関係者各位の皆様に深く感謝申し上げま
す。
本症例は，食道癌（扁平上皮癌）術後６ヵ月後の経過
観察目的に撮影した CTで気管・気管支内に突出する結
節陰影をみとめました。気管支鏡検査を施行すると，気
管・気管支内腔に表面平滑で光沢のあるポリープ状隆起
病変を多数認め，生検を行いました。食道癌術後再発は
１年未満に生じることが多いこと，また転移臓器として
肺，肝，骨の順に多いことなどから，当初は食道癌術後
再発と考えられました。左主気管支が隆起性病変でほぼ
閉塞していたため，放射線の緊急照射を開始し，また食
道癌再発に対して CDDP／５FUによる化学療法を併用し
ました。しかし生検検体の病理診断は小細胞癌という結
果でした。この報告を受け，食道癌の化学療法を中止し，
小細胞癌に対して化学療法を検討しましたが，汎血球減
少や肺炎の合併等により，施行することができませんで
した。左主気管支の隆起性病変は放射線治療後，著明に
縮小しておりました。
気管支鏡検査において，中枢気道に病変がおよび，病
変部を直接観察できる場合，その所見により良悪性の鑑
別や組織型を推測します。小細胞癌の気管支鏡所見の典
型例は気管支に沿って広がる浸潤型であり，ポリープ型
はまれであるとされています。また，ポリープ型を呈す
る場合，部位は区域支または亜区域支，表面は分葉状で
あることが多く，表面平滑であることはさらにまれとさ
れており，貴重な経験となりました。
また，本症例を通して，術後，新たに出現した病変に
対しては，術後の再発と原発性腫瘍との鑑別を積極的に
行う必要性を改めて認識させられました。今後，同様の
症例を経験した際にはまず鑑別を行うこと，その上で診
断がついた段階で早期に治療方針を検討することが重要
であると考えます。
最後になりましたが，このような貴重な発表の機会を
与えてくださり，ご指導を賜りました徳島県立中央病院
呼吸器内科の葉久貴司先生，阿部あかね先生をはじめと
する先生方，ならびに本症例に携わってくださった方々
にこの場をお借りして深く御礼申し上げます。
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